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Sullivan極小モデルM(X)とは、有理ホモトピー論における重要な
道具である有理数体 Q上の微分次数付可換自由代数（DGA）のこと
で、単連結な有限型CW複体Xの有理ホモトピー型の情報を全て持っ
ている [FHT]。ここでは「モデルは使ってなんぼ」の立場から、formal
あるいは formalでない具体例 ([NSY]など)をいくつか与える。とく
に F0-空間に対しては、有理ホモトピー論で有名な（ファイブレーシ
ョンにおける）Halperin予想について触れる。さらに有理ホモトピー
不変量の一例として、有理トーラス階数 r(X)を紹介する [H]。最後に
r(X × Y ) > r(X) + r(Y )となる Félixの例 [JL]を見たい。
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